
各課からのお知らせ各課からのお知らせ

9ページにも南九州市との交流の話題を掲載しております。どうぞご覧ください。

▲開聞岳（別名：薩摩富士）を望む
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　青森と知覧との人的交流（南九州市は青
森県平川市と友好姉妹都市）から発展した、
南九州市を代表するお祭りです。
　高さ５ｍ、縦横４ｍの勇壮な武者絵が描
かれた扇形のねぷた５基が、夜の街を練り
歩きます。笛や太鼓の囃子が響きわたり、
威勢のいい掛け声に合わせ、観客も引き手
の子供たちと一緒になって参加し、祭りを
盛り上げ、本場さながらのねぷた祭りが楽
しめます。

（毎年７月第３土曜日開催）

「友好姉妹都市・南九州市」をご紹介します

・人口：39,636 人（7月31日現在）
・面積：357.85 平方キロメートル

・平成19年に頴娃町、知覧町、川辺町が合併し、「南九州市」が誕生
・特産物 : お茶，さつまいも（生産量・品質ともに全国一）
・名　所 : 知覧武家屋敷庭園群、川辺清水磨崖仏群、知覧特攻平和会館、
　　　　 広大な台地から開聞岳や東シナ海を望む景勝地など
【アクセス】新鳥栖駅から鹿児島中央駅（新幹線で約 1時間30分）
　　　　　  鹿児島中央駅から知覧方面（バスで約 1時間30分）
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【ねぷた祭 in 知覧】

はやし

かい もん だけ

▲釜の蓋を頭にのせて参拝する様子

7 小城市報さくら


